
 
 

さど
悪天候の中、選手が激走 
佐渡トキマラソン2016
　４月17日㈰、佐渡トキマラソン2016が開催され、島内外から2,166人の選
手が出場しました。残念ながら突風や雷雨という悪天候のため、参加者やボラン
ティアの皆さまの安全を考えて、途中で競技が中止となりましたが、沿道での温
かい声援、給水所で美味しい佐渡スイーツを提供する「給スイーツ所」など、佐渡
ならではのおもてなしで参加者を応援しました。
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市
長
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

４
月
18
日
か
ら
市
長
と
し
て
の
仕
事
が
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
行
政
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
民
間
企
業
で
培
っ
て
き
た

経
験
と
視
点
を
も
っ
て
佐
渡
の
再
生
に
向
け
て

精
一
杯
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
島
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

①
人
口
減
少
と
高
齢
化
、
②
地
場
産
業
の
再
生
、

③
医
療
・
介
護
の
充
実
、
④
空
港
２
千
メ
ー
ト

ル
化
、
な
ど
懸
案
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
に
は
、
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
へ

向
け
て
の
国
内
推
薦
の
結
果
も
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
も
あ
れ
ば
、
長
期
的
な
戦
略
を

組
み
立
て
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
レ
ー
ル
を
敷

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
ま
で
多
種

多
様
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
吟
味
し
な
が
ら
着
実

に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
実
の
あ
る
も
の
、
よ
り
効
果
的
な

施
策
に
す
る
た
め
に
は
、
幅
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
の
切
実
な
声
や
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
市
民
は
お
客
様
」
で
あ
り
、「
市
民
は
株
主
」

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
市
職
員
に
徹
底
さ
せ
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
題
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

　

佐
渡
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
佐
渡

再
生
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
渡
市
長　
　

三
浦　

基
裕

市
長
・
市
議
会
議
員
２２
人
決
ま
る

　

４
月
10
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
佐
渡
市
長
選
挙
の
投
票
が
市
内
１
０
１
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
三
浦
基
裕
氏

（
59
）
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
翌
11
日
に
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
、
18
日
に
初
登
庁
し
た
三
浦
新
市
長
は
、
多
く
の
職
員
に
拍
手
で
出
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
数
24
人
か
ら
22
人
と
な
っ
た
佐
渡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
も
同
時
に
行
な
わ
れ
、
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
Ｐ
３
に
掲
載
）

４
月
10
日
　
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市長選挙投票結果
男 女 計

有権者数 23,207 25,770 48,977
投票者数 17,700 19,066 36,766
投票率 76.27％ 73.99％ 75.07％

市長選挙開票結果
氏名 党派 得票数

当 三浦　基裕 無所属 20,703
甲斐　元也 無所属 15,221

有効票 35,924 票　　無効票 842 票

三浦新市長の初登庁を職員が出迎え

市報さど　平成28年5月号
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市政を担う２２名

佐渡市議会議員

市議会議員一般選挙投票結果
　 男 女 計

有権者数 23,207 25,770 48,977
投票者数 17,699 19,060 36,759
投票率 76.27％ 73.96％ 75.05％

得票数 氏名

当 2,706 宇　治　沙耶花

当 1,904 山　田　伸　之

当 1,846 大　森　幸　平

当 1,765 佐　藤　　　孝

当 1,707 広　瀬　大　海

当 1,681 北　　　　　啓

当 1,668 岩　﨑　隆　寿

当 1,665 駒　形　信　雄

当 1,589 坂　下　善　英

④ ③ ② ①

市議会議員当選者（敬称略）
※�氏名、年齢（投票日現在）、住所、
党派を掲載。得票数順。

佐藤　孝（59）
小木町　無所属

大森幸平（65）
畑野　無所属

山田伸之 (40)
相川小六町　公明党

宇治沙耶花（34）
羽茂本郷　無所属

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤

室岡啓史（35）
上横山　無所属

坂下善英（65）
北田野浦　無所属

駒形信雄（61）
羽茂滝平　無所属

岩﨑隆寿（54）
稲鯨　無所属

北　啓（27）
河原田本町　無所属

広瀬大海 (38)
二見　無所属

⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪

祝　優雄（72）
梅津　無所属

上杉育子（54）
千種　無所属

中川隆一（47）
目黒町　無所属

中川直美（57）
椿尾　日本共産党

金田淳一（56）
赤泊　無所属

竹内道広（67）
和木　無所属

� � ⑳ ⑲ ⑱ ⑰

渡辺慎一（65）
新穂北方　無所属

中村良夫（63）
岩首　日本共産党

髙野庄嗣（56）
山田　無所属

猪股文彦（68）
河崎　無所属

荒井真理（51）
八幡町　無所属

近藤和義（62）
平清水　民進党

得票数 氏名

当 1,519 室　岡　啓　史

当 1,497 竹　内　道　広

当 1,482 金　田　淳　一

当 1,474.500 中　川　直　美

当 1,474.500 中　川　隆　一

当 1,426 上　杉　育　子

当 1,366 祝　　　優　雄

当 1,291 近　藤　和　義

当 1,205 荒　井　真　理

得票数 氏名

当 1,198 猪　股　文　彦

当 1,105 髙　野　庄　嗣

当 1,092 中　村　良　夫

当 1,083 渡　辺　慎　一

　 	 966 金　光　英　晴

	 740 大　沢　祐治郎

	 726 笠　井　正　信

得票数の小数点以下はあん分票

有効票 36,176 票　無効票 583 票

市議会議員一般選挙開票結果

市報さど　平成28年5月号
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　健やかでいきいきと自分らしい人生を送ることは全
ての人の願いであり、笑顔と活力あふれる豊かな社会
の基礎となります。
　市では、平成17年に策定した「健幸さど21」計画を
基に、病気を減らし元気を増やす健康づくりに取組み、
「自分が元気に、家族や仲間が元気に、地域が元気
に」を合言葉に、元気の循環による活気あふれる地域
を目指しています。
　これまでの10年間に、「健幸さど21」で目指す健康
づくりを実践する市民グループの活動が地域に広がり、
主体的・積極的に健康づくりに取り組む人が増えてき
ました。
　しかし、年々多様化・複雑化する健康問題は個人の
努力だけでは解決できないことが多くなり、これから
は市民一人ひとりがお互いの価値観や生き方を認め合
いながら、人と人との“絆”や、地域や関係機関の“つな
がり”と“協働”を強化し、地域ぐるみで健康づくりを推

進することが大切になると考えます。
　市では、計画策定から10年を迎えるにあたり、平成
26年度から市民の皆さまのご意見を基に各計画を見
直し、この度、健康づくりの指標として「健幸さど21」
第2次計画・第2次佐渡市歯科保健計画・第2次佐渡市
食育推進計画の3つの計画を策定しました。
　市民の皆さまと取り組む健康づくりでは、次のこと
を大切にし、3つの計画を一体的に進めてまいります。

お互いを思いやり生きる力を育む「人づくり」
・自分のこころと体を大切にして、自ら気づき、考えることができる人づくり
・様々な人とお互いの価値観を認め合い、自分の力を出し合う人づくり
・みんなで取り組む健康づくりを実践していくうえで核となる人づくり

地域の「つながり」を活かして力を出し合う
・地域の魅力や課題に気づき、解決方法を考える
・様々な立場で知恵を出し合い、できることをみんなで考える
・目指す方向を確認し、みんなで取り組む

★人と人がつながり、人が人を元気にします。
　自分が元気になることで、家族や仲間に元気が伝わり、地
域に笑顔があふれ、元気の輪（和）が広がります。佐渡に生
きるすべての人が一つの大きな家族のようにつながり、佐渡
を盛り上げていけるよう、“ つながり ” と “ 元気の循環 ” を大
切にした健康づくりを推進します。
　「健幸さど 21」第 2次計画では、佐渡の豊かな自然や伝統・
文化の中で、人と人との “絆 ”、地域や関係機関との “つながり ”
とそれを支える “人づくり ” を大切にして、市民一人ひとりが
主役となる健康づくりを推進します。

　次号からは、各計画の詳細をお知らせします。
お問い合わせ　　市役所市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３－３１１５

を策定
     しました

「健幸さど21」第2次  計画
第2次  佐渡市歯科保健計画
第2次  佐渡市食育推進計画

健康って、病気を減らすことと、
元気を増やすことの両方が大切 !!

食事に気をつける
運動をする
休養をとる

ストレスを減らす
酒・たばこを減らす

生きがい・目標を持つ
ふれあいがある
ゆとりを感じる

活躍できる場がある
自分らしく生きる

病気を減らす 元気を増やす

自分

地域

仲間・
家族

佐渡 元気
循環
元気
循環

市報さど　平成28年5月号
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平成27年  佐渡市の火災発生状況
　佐渡市における平成 27年の火災件数は 38件で、
平成 26年より 12件の増加となっています。火災
により３人が亡くなり、８人が負傷しています。
　出火原因として、たばこの火の不始末で３件発
生し、電気の配線、コンセント等から出火した火
災が４件と最近増えています。
　また、焚き火や火入れによる火災は毎年多く発
生しており、今年も火入れによる火災が多数発生
しています。「今まで何ともなかったから…」「水
を準備していたから大丈夫だと思った…」など、
枯れ草焼きなどで火災を起こした人は皆さんそう
言いますが、空気が乾燥している時の火入れは、
すごいスピードで燃え広がるため、とても危険な
行為です。佐渡市では野焼きやゴミ焼きなどは原
則禁止していますので、火入れは絶対やめましょう。
お問い合わせ　�佐渡市消防本部予防課予防係	

☎５１─０１２３

平成27年火災件数（地区別）

区分
地区名 件数

建　物
林野 車両 船舶 その他

焼損棟数 死傷者

全焼 半焼 部分焼 ぼや 死者 負傷者うち
住宅火災

佐 和 田 9 6 5 1 2 4 2 3 4 5
金 井 3 2 2 1 1 2 1
新 穂 4 2 2 2 1 2 1 1
畑 野 3 3 2 3 2 1 1
真 野 5 3 3 1 1 2 2 1
両 津 6 4 1 2 4 1 3 2 1
相 川 3 2 2 1 1 1
羽 茂 0
小 木 4 4 2 8 1 2
赤 泊 1 1 1 1
合 計 38 27 20 0 4 0 7 23 3 13 14 3 8

出火原因別

種別

原因

件
数

た
ば
こ

ス
ト
ー
ブ

配
線
器
具

屋
内
電
気
配
線

電
気
装
置

こ
ん
ろ

ロ
ー
ソ
ク

炉 マ
ッ
チ
ラ
イ
タ
ー

火
入
れ

た
き
火

排
気
管

取
灰

放
火

そ
の
他

不
明 死者・

負傷者
死　
者

負
傷
者

建 物 火 災 27 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 3 6 4 2 7
林 野 火 災 0
車 両 火 災 4 1 1 2
船 舶 火 災 0
その他の火災 7 1 3 1 2 1 1

計 38 3 2 3 1 1 1 1 1 2 4 1 2 1 3 8 4 3 8

市報さど　平成28年5月号
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心配ごと相談日（5/15～6/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困り
ごとを気軽に相談できる窓口を開設
しています。お住まいの地区以外で
の相談もできますので、ぜひご利用
ください。相談は無料で予約は不要
です。直接、相談日にお越しくださ
い。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所
　☎８１－１１５５
※	こちらの電話ではご相談は受付けてい
ません。相談を希望される方は、直接会
場にお越しください。

地区 相談日 時間 会場

両 津
５月23日㈪
６月	２日㈭
６月13日㈪

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

６月	７日㈫ 18:00～20:00

相 川
５月16日㈪
５月22日㈰
６月	３日㈮
６月10日㈮

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ

新 穂 ６月	６日㈪ 9:00～12:00 新穂行政サービスセンター
畑 野 ５月25日㈬ 9:00～12:00 畑野農村環境改善センター
真 野 ６月	６日㈪ 9:00～12:00 真野老人福祉センター寿楽荘
羽 茂 ６月	８日㈬ 13:30～16:30 羽茂農村環境改善センター
赤 泊 ５月18日㈬ 13:30～16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ

市税等は納期限までに納めましょう
　市では、市税等（国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料を含む。）を納期限までに納めて
いただけない方に対しては、督促状により納付を促すほか、催告書を発送するなどの催告を行っています。
　それでも納めていただけない場合には、滞納処分を行っています。
　そのような事態にならないためにも、今一度お手元の納付書をお確かめのうえ、納め忘れがありましたら、
速やかに納付をお願いします。

◆滞納処分とは
　市が滞納者の財産を差し押さえすることです。市税等を滞納している場合、市は裁判所に訴える必要
なく、差し押さえができます。

�財産調査�		勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁、取引先などへの財産調査を行います。なお、
本人の承諾は要しないこととなっています。

�財産差押�		財産調査の結果、対象となる財産（主に次の財産など）を差し押さえます。	
①債権（預貯金・給与・年金・生命保険・国税還付金・売掛金など）	
②不動産（土地・建物）	
③動産（絵画・美術品・自動車など）

�換価処分�		債権は即時取立てします。不動産や動産については公売（売却）により換価し、市税等
に充当します。

◆新潟県地方税徴収機構と連携した滞納処分への取り組み
　新潟県と県内市町村では、新潟県地方税徴収機構を設置し、滞納が長期や高額な場合について、市町
村からの引継ぎを受け、差し押さえなどの滞納処分を前提とした滞納整理を行っています。

◆納税相談
　特別な事情などにより納期限までに納められない方は、早めに下記までご連絡ください。また、一定
の要件を満たす場合には、猶予制度等の適用を受けられる場合があります。

◆市税等の納付について
　納め忘れのない口座振替が便利です。また、市の窓口や金融機関、郵便局のほか、コンビニエンスス
トアでも納付できます。

お問い合わせ	 市税について	 税務課	 ☎６３－５１１０
	 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について	 市民生活課	 ☎６３－５１１２
	 介護保険料について	 高齢福祉課	 ☎６３－３７９０

市報さど　平成28年5月号
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　昨年に引き続き「2級土木施工管理技士」
「2級管工事施工管理技士」資格取得のた
めの講座を開設します。
◆時 間　	午前 9 時 30 分～午後 4時 30

分まで
◆会 場　	金井コミュニティセンター	

	 2 階　大会議室	
市役所本庁　3階　大会議室

◆受講料　	無料（ただしテキスト代を実
費で徴収します。）

◆募集人数
　それぞれ 25 人（ただし、5人に満た
ない場合は実施しない場合があります。
また、希望者多数の場合は、今年度受験
される方を優先して決定させていただく場合があります。）

◆申込期限　平成 28年 6月 10日㈮
◆申込方法　	①受講希望講習会名②氏名③住所④電話番号⑤勤務先⑥今年度検定試験受験の意向の有無	

⑦ 27 年度使用テキストの所有有無について電話または FAXでお申込みください。
◆お申し込み先　�市役所産業振興課　雇用対策係（第 2庁舎）	

☎６３─３７９１　６３─２７５０	
※テキスト代、詳しい講義内容（カリキュラム）については後日受講者へ別途お知らせします

受験のための 
  講座を開設します

2級管工事施工
管理技術検定試験

2級土木施工
管理技術検定試験

◆開催日
回数 2級土木施工管理技士 2級管工事施工管理技士
第 1回 6月 25日㈯ 7月			2 日㈯

第 2回 7月			9 日㈯ 7月 16日㈯

第 3回 7月 23日㈯ 7月 30日㈯

第 4回 8月			6 日㈯ 8月 27日㈯

第 5回 8月 20日㈯ 9月 10日㈯

第 6回 9月			3 日㈯ 9月 24日㈯

第 7回 9月 17日㈯ 10月			8 日㈯

第 8回 10月			1 日㈯ 10月 22日㈯

第 9回 10月			8 日㈯ 11月			5 日㈯

募集！！

軽自動車税と自動車税の納期限は 
　　　　　　　　　５月31日㈫です
　平成 28年度軽自動車税と自動車税の納税通知書が５月中旬に発送されますので納期限までに納税され
ますようお願いします。口座振替をご利用の方は、あらかじめ残高をご確認ください。納税通知書がお手
元に届きましたら、開封のうえ、内容をご確認いただき、不明な点等ございましたら、お問い合わせくだ
さい。

◆自動車税に関するお問い合わせ
佐渡地域振興局　県税部収税課　☎７４－３３１０
納税通知書に記載されている金融機関やコンビニエンスストア、
地域振興局県税部窓口等でお早めに納税して下さい。

【クレジットカードで納税できます】
インターネット（Yahoo! 公金支払い）を利用してクレジットカード
（VISA、MasterCard、JCB、American	Express、ダイナースのロゴの
あるもの）で自動車税が納税できます。
※	ただし、コンビニエンスストアおよびクレジットカードでの納税は６月１日以降、利
用できません。

　詳しくは新潟県税務広報ホームページ「県税の窓口」（http://
www.pref.niigata.lg.jp/zeimu/）をご覧ください。

◆軽自動車税に�
　関するお問い合わせ
市役所税務課（市民税係）
☎６３－５１１０　または、
各支所・各行政サービスセ
ンター税務窓口
※	納税通知書に記載されて
いる金融機関やコンビニ
エンスストア、市役所また
は、各支所・各行政サー
ビスセンター窓口等でお
早めに納税してください。

市報さど　平成28年5月号
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平成28年度 酒類販売管理協力員
の募集について

　関東信越国税局では、スーパー、コンビニエンスストア、
酒販店などへの買い物の機会にお酒売場の未成年者飲
酒防止のための表示状況等を確認し、税務署に連絡し
ていただく「酒類販売管理協力員」を募集しています。
　応募方法等の詳細につきましては、国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
お問い合わせ		新潟税務署酒類指導官		☎ 025-229-2205

5月から「かない子育て支援 
センター」を開所します

　子育て中の親子の交流や育児相談などを
行います。
　みんなで楽しい時間を過ごしませんか。
対象者：未就園児と保護者
場　所：金井保育園併設（千種丙 202 番地 1）
お問い合わせ　	かない子育て支援センター

☎６３─５５０５

創業・第二創業・設備投資などを応援します！
～平成 28年５月９日から受付開始します～

◆趣　　旨
　市内で創業または第二創業を目指す方や、市内中
小企業者の設備投資を目的に融資を受ける際、融資
に係る利子相当額の全額または一部を助成し、融資
に対する負担の軽減を図るものです。
◆助成対象者
　本助成事業の対象者・対象融資・助成率等は下記
の表のとおりとなります。

対象者 対象融資 使途 融資限度額 助成率

創業・第二創業を
目指す方

【県】中小企業創業等支援資金
【公】新規開業資金
【公】女性、若者／シニア起業家支援資金
【公】新事業活動促進資金
【公】新創業融資制度

運転資金
設備資金

運転・設備
合わせて
1,000 万円

利子相当額の
100%

事業を
営んでいる方

【市】地方産業育成資金
【市】産業振興資金
【県】小規模企業支援資金
【公】普通貸付

設備資金 1,000 万円
利子相当額の

50%

［凡例］　【県】…新潟県の融資制度　【公】…日本政策金融公庫の融資制度　【市】…佐渡市の融資制度
※　助成額は、利子相当額に上記助成率を乗じて得た額から1,000円未満を切り捨てた金額となります。
※　本事業の対象となる融資については、繰上げ返済することはできません。
※　予算がなくなり次第、終了となります。

【例】創業・第二創業を目指す方で借入必要額が1,000万円の場合�
（利子額を50万円と仮定）

①　通常の融資での返済額は、1,000万円（元金）＋�利子50万円�＝�1,050万円
②	　佐渡市で利子相当額を助成することにより、融資額は助成金 50万円を差し引
き 1,000 万円から 950 万円に減額され、助成後、実際の返済額は	950 万円	＋	
利子分	となる。
③	借入必要額1,000万円と助成後の返済額�950万円�＋�利子分�を比較した場合、総
額では助成後の返済額の方が少なく融資を受けることができる。

【お問い合わせ】　市役所産業振興課　商工振興係　　☎６３－３７９１

市報さど　平成28年5月号
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５月は「赤十字運動月間」
　赤十字の活動は、毎年、自治 ･町内会を通じて、県民の皆さまからお寄せ
いただく社費（赤十字会費）と寄付金、企業や団体の皆さまから寄せられる
寄付金で成り立っています。
　今年も東日本大震災で県内へ避難されている方々への支援や、次の災害に
備えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救護体制の強化に努めてま
いりますので、赤十字活動資金へのご理解とご協力をお願いいたします。
※お預かりした義援金は、100%被災地にお届けしています。

今年も活動資金に
ご協力をお願いいたします

日本赤十字社　新潟県支部
お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係　☎６３‒５１１３

　アルビレックス新潟　試合観戦ご招待のお知らせ　

201６明治安田生命Ｊ１リーグ 1stステージ 第17節
アルビレックス新潟　対　サガン鳥栖
■日時　	6 月 25 日㈯　キックオフ時間未定	

（5月中旬発表予定）
■会場　	デンカビッグスワンスタジアム	

（チケットは S・Eスタンド自由席のみ）
■応募条件　佐渡市在住者
■募集人数　200 人
■�応募方法　往復ハガキの往信裏面に① 6月 25 日鳥栖②住
所③氏名・年齢④電話番号⑤メールアドレス（お持ちの方）
⑥チケットの希望枚数（2枚まで）	⑦後援会資料請求（する・
しない）を記載し、返信用表面に返信先（ご自分）の住所・
氏名をご記入の上、宛先に送付してください。
※	チケット3枚以上ご希望の場合、優待価格（大人1,600円・小中高500
円）にてチケット引換所で販売いたします。なお、1枚につき500円で指
定席に変更することが可能です。
※	往復ハガキは各自ご用意ください。応募は1世帯につき1通限り有効で、
応募多数の場合は抽選となります。

■応募期限　	6 月 10 日㈮必着
■�受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせしま
す（6月 17 日㈮予定）。お電話での可否に関するお問合せ
はお答えいたしかねます。ご観戦いただく方は、返信ハガ
キをご持参の上、デンカビッグスワンスタジアムの Eゲー
ト前広場「チケット引換所」にてチケットとお引き換え後
にご入場・ご観戦となります。
■宛先　		〒 950 － 0954　新潟市中央区美咲町 2-1-10	

アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係
■お問い合わせ　アルビレックス新潟後援会　村山　☎ 025-282-0011
■クラブの最新情報は『アルビレックス新潟公式サイト（http://www.albirex.co.jp/）』をご覧ください。

市報さど　平成28年5月号
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佐
渡
貝
塚
群
出
土
品
と
新
穂
の
山
王
祭
が 

　
　
　
　
　
　
　
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

　

県
教
育
委
員
会
は
３
月
25
日
、
県
の
文
化
財
に
市
所
在
の
２
件
を
指
定
し
ま
し
た
。

�

有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）�

「
佐さ

渡ど

貝か
い
塚づ
か
群ぐ
ん
（
堂ど
う
の
貝か
い
塚づ
か
・
藤ふ
じ
塚つ
か

貝か
い
塚づ
か
・
三さ
ん
宮ぐ
う
貝か
い
塚づ
か
）
出
し
ゅ
つ
土ど

品ひ
ん
」

　

国
中
平
野
に
所
在
す
る
３
つ
の
貝
塚
か

ら
出
土
し
た
骨こ
っ

角か
く

器き

や
貝
製
品
、
土
器
な

ど
１
２
５
点
の
出
土
品
で
す
。
縄
文
時
代

中
期
か
ら
晩
期
（
約
３
千
～
５
千
年
前
）

に
ほ
ぼ
連
続
し
て
形
成
さ
れ
た
貝
塚
の
貴

重
な
考
古
資
料
で
、
佐
渡
博
物
館
な
ど
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

�

無
形
民
俗
文
化
財
（
風
俗
慣
習
）�

「
新に
い
穂ぼ

の
山さ
ん
王の
う
祭ま
つ
り」

　

新
穂
地
区
の
日ひ

吉よ
し

神じ
ん

社じ
ゃ

を
中
心
に
中
世

か
ら
続
く
祭
礼
で
、
例
年
４
月
12
日
か
ら

14
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

古
式
の
名
残
り
が
随
所
に
見
ら
れ
る
貴

重
な
祭
礼
で
、
祭
礼
期
間
中
は
、
日
吉
神

社
の
周
辺
各
集
落
か
ら
神
輿
が
集
結
し
、

各
地
で
鬼
太
鼓
な
ど
の
門か
ど

付づ

け
（
芸
能
）

が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
14
日
に
は
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
も

奉
納
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

　

☎
63
―
３
１
９
５

佐
渡
市
行
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実
現
を
図
る
た
め
、
佐
渡

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
佐
渡
市
行
政
改
革
に
関

す
る
重
要
事
項
の
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
い
ま
す
。
主
な
諮
問
事
項
は
、「
行
政
改
革
の

実
施
計
画
と
な
る
第
３
次
佐
渡
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
」
で
す
。

　
委
員
会
の
概
要　

設
置
根
拠　
佐
渡
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
条
例

任

期　
任
命
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
日
程　

年
４
回
程
度　
　
　
　

委
員
報
酬
（
日
額
）
５
︐
３
０
０
円

　
募
集
内
容　

募
集
人
員　
３
人
以
内

応�

募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

と
し
ま
す
。

・	

応
募
日
現
在
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方

・	

応
募
日
現
在
佐
渡
市
の
他
の
５
以
上
の

附
属
機
関
の
委
員
で
な
い
方

・	

佐
渡
市
の
議
会
議
員
、
行
政
委
員
会
の

委
員
ま
た
は
市
職
員
で
な
い
方

応�
募
方
法　
市
役
所
行
政
改
革
課
備
え
付

け
の
「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙
は

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切　
５
月
31
日
㈫
必
着

選�

考
方
法　
応
募
用
紙
の
記
入
内
容
に
よ

り
選
考
し
、
決
定
し
ま
す
。

発�

表　
応
募
者
に
は
選
考
結
果
を
書
面
に

て
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
委
員
に
選
出

さ
れ
た
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

市
役
所
行
政
改
革
課
行
革
推
進
係

　

〒
９
５
２
─
１
２
９
２

　

千
種
２
３
２
番
地

　

☎
63
─
３
１
１
１
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「
人
こ
そ
地
域
の
お
宝
」 

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業 

　
　
　
　
　
羽
茂
地
域
活
性
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
27
日
㈰
、羽
茂
温
泉
ク
ア
テ
ル
メ

佐
渡
を
会
場
に
、羽
茂
地
域
活
性
化
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、「
続
・
観
光
地
で
は
な
く

て
も
自
分
た
ち
次
第
で
町
は
お
も
し
ろ
く

元
気
に
な
り
ま
す
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
住

民
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
講
演

会
と
し
て
約
70
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、東
京
在
住
で
佐
渡

や
羽
茂
と
の
縁
も
深
く
こ
れ
ま
で
に
何

回
も
羽
茂
に
訪
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
チ
ャ
ン
キ
ー
松
本
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
ま
し
た
。

　

羽
茂
小
学
校
な
ど
で
事
前
に
実
施
し
た

「
羽
茂
の
宝
」に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
、講
演
会
の
前
日
に
チ
ャ
ン
キ
ー
松

本
さ
ん
が
羽
茂
を
廻
り
、今
で
は
佐
渡
で
こ

の
人
た
ち
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
藁

細
工
職
人
の
ご
夫
婦
や
、昔
の
遊
び
を
今
に

伝
え
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、島
外
か
ら
の
観
光

客
に
も
大
人
気
の「
大
崎
そ
ば
の
会
」の
発

起
人
の
方
な

ど
か
ら
話
を

聞
き
、地
元
で

も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い

隠
れ
た
名
所

を
訪
ね
歩
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
講

演
会
で
は
、羽

茂
の
皆
さ
ん
の

お
話
や
伝
統
芸
、暮
ら
し
ぶ
り
を
、チ
ャ
ン

キ
ー
松
本
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、動
画

を
使
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。さ
ら
に
会
場
に

い
る
参
加
者
に「
地
元
で
自
慢
し
た
い
人
」

を
付
箋
に
書
い
て
い
た
だ
き
、そ
れ
を
元
に

羽
茂
の
地
図
を
作
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、参
加
者
か
ら「
名
人
マ
ッ
プ
づ

く
り
は
他
の
地
域
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
」な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
佐
渡
の
豊
か
な
自
然
や
農
産
・
水
産
物
、

伝
統
や
歴
史
に
培
わ
れ
た
心
豊
か
な
人
こ

そ
が
、佐
渡
が
誇
る
べ
き
宝
で
あ
る
」と
し

め
く
く
り
来
場
者
全
員
が
元
気
を
も
ら
え

る
よ
う
な
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

◆
市
役
所
羽
茂
支
所
地
域
支
援
係

　

☎
88
―
３
１
１
１

平成28年度  自衛官等採用試験日程
お気軽にお問い合わせください。	

自衛隊新潟地方協力本部	佐渡駐在員事務所	☎６３─４５１２

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 試験会場

防衛
大学校
学生

推薦 21歳未満
高卒（見込含）

9月5日～9月8日
9月24･25日

防衛大学校総合
選抜

21歳未満
高卒（見込含）
(自衛官23歳未満）

1次9月24日
2次10月29・30日

一般
前期 9月5日～

9月30日
1次11月5･6日
2次12月6～10日(指定された日)

1次試験
佐渡市内

後期 1月21日～
1月27日

1次2月18日
2次3月10日

防衛医科
大学校学生

医学
科

21歳未満
高卒（見込含）

9月5日～9月30日

1次10月29・30日
2次12月14～16日

看護
学科

1次10月15日
2次11月26・27日

航空学生
（パイロット） 8月1日～9月8日

1次9月22日
2次10月15～20日
3次11月12日～12月15日
(指定された期間)

一般曹候補生 18歳以上
27歳未満 8月1日～9月8日 1次9月16・17日

2次10月6～12日(指定された日)

自衛官
候補生

男子
18歳以上27歳未満

年間を通じて
行っています。 受付時にお知らせします。 陸上自衛隊

新発田駐屯地女子 8月1日～9月8日 9月23～27日(指定された日)

市報さど　平成28年5月号
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平 
成 

27 

年 

度   

定 

期 

監 

査 

結 

果

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
定
期
監
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

佐
渡
市
監
査
委
員
　
中
川
　
隆
一

監
査
の
結
果

　

是
正
を
求
め
る
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
軽
微
な

事
項
に
つ
い
て
は
、
口
頭
に
よ
り
関
係
課

に
改
善
を
要
望
し
た
。

監
査
の
指
摘
事
項

１　
社
会
福
祉
課

⑴�　
相
川
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ワ
イ
ド
ブ

ル
ー
あ
い
か
わ
の
運
営
に
つ
い
て

ア	　

契
約
の
た
め
に
業
者
に
送
付
す
る
見

積
依
頼
文
書
の
仕
様
書
に
誤
っ
て
契
約

金
額
を
記
載
し
て
い
た
。
契
約
行
為
に

係
る
手
続
き
に
お
い
て
は
慎
重
か
つ
十

分
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

イ	　

委
託
販
売
の
物
品
に
つ
い
て
、
領
収

書
を
発
行
し
て
い
な
か
っ
た
。
委
託
販

売
品
で
あ
っ
て
も
金
銭
の
取
扱
い
に
お

い
て
は
規
定
に
基
づ
き
執
行
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

ウ	　

使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
条
例
等

に
は
統
一
的
な
減
免
基
準
の
規
定
が
な

い
た
め
、
申
請
が
あ
っ
た
都
度
決
裁
を

経
て
減
免
し
て
い
た
が
、
そ
の
決
裁
は

市
長
決
裁
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

担
当
課
長
決
裁
と
な
っ
て
い
た
。
減
免

規
定
を
整
備
す
る
か
市
長
決
裁
と
す
る

か
対
応
を
統
一
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

２　
環
境
対
策
課

⑴�　
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
に
つ

い
て

　

	　

補
助
対
象
経
費
に
対
象
外
経
費
に
か

か
る
消
費
税
分
を
算
入
し
て
い
た
た

め
、
過
払
い
と
な
っ
て
い
た
。
実
績
報

告
に
対
す
る
検
査
は
慎
重
か
つ
十
分
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑵�　
公
衆
浴
場
設
備
改
善
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

　

	　

当
該
補
助
金
の
対
象
経
費
は
市
長
特

認
の
項
目
で
あ
る
が
、
市
長
の
決
裁
が

さ
れ
て
な
か
っ
た
。
例
外
的
項
目
を
市

長
が
特
別
に
認
め
た
場
合
の
手
続
き
は

そ
れ
ら
の
理
由
を
明
示
し
、
決
裁
に
よ

り
市
長
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑶�　
こ
ど
も
環
境
学
習
推
進
モ
デ
ル
事
業

委
託
料
に
つ
い
て

　

	　

当
該
事
業
の
起
案
が
遅
れ
た
た
め
、

実
際
の
日
付
と
異
な
る
日
付
（
３
か
月

の
遡
り
）
で
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。

適
正
な
契
約
事
務
の
執
行
を
求
め
る
。

３　
農
林
水
産
課

⑴�　
森
林
再
生
促
進
事
業
補
助
金
（
し
い

た
け
原
木
伐
採
）
に
つ
い
て

ア	　

補
助
金
交
付
要
綱
に
申
請
の
面
積
要

件
で
あ
る
補
助
の
上
限
、
下
限
を
設
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
補
助
額
を

面
積
当
た
り
で
単
価
設
定
し
て
い
る
が
、

林
相
の
疎
密
に
よ
る
補
正
や
皆
伐
・
択

伐
の
区
別
等
の
規
定
が
な
く
、
伐
採
量

に
大
き
な
差
が
あ
っ
て
も
基
準
額
を
適

用
し
補
助
金
を
支
出
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
公
平
性
を

欠
く
補
助
金
支
出
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
本
的
な
条
件
を

規
定
す
る
よ
う
見
直
し
、
適
正
に
算
定

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

イ	　

実
績
報
告
に
お
け
る
確
認
写
真
等
の

不
備
に
よ
り
成
果
を
確
認
で
き
な
い
事

例
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
地
確
認

検
査
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
を
確
認
で
き
る
証
拠
書
類
が
な

か
っ
た
。

　

補
助
金
交
付
手
続
き
に
お
け
る
確
認

検
査
は
厳
正
に
行
い
、
証
拠
書
類
等
の

チ
ェ
ッ
ク
と
保
管
を
適
正
に
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

４　
観
光
振
興
課

⑴　
宿
泊
魅
力
向
上
事
業
に
つ
い
て

　

委
託
契
約
に
お
い
て
、
仕
様
書
と
異
な

る
業
務
を
行
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
減
額

す
べ
き
費
用
に
つ
い
て
当
初
契
約
に
な
い

人
件
費
分
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
一
連
の
契
約
変
更
手

続
を
行
わ
ず
、
当
初
の
契
約
金
額
と
同
額

で
委
託
料
を
支
出
し
て
い
た
。

	　

当
初
契
約
に
な
い
人
件
費
分
に
つ
い
て

は
、
減
額
し
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

監
査
委
員
の
意
見

	　

指
摘
事
項
に
は
当
た
ら
な
い
が
、
事
務

処
理
に
お
い
て
改
善
等
の
検
討
を
求
め
る

た
め
の
意
見
を
付
す
も
の
と
す
る
。

１　
社
会
福
祉
課

⑴�　
佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
補

助
金
に
つ
い
て

ア	　

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
市
社
会
福
祉
協

議
会
は
財
政
調
整
積
立
預
金
等
が
高
額

で
あ
り
な
が
ら
、
資
産
状
況
を
加
味
す

る
基
準
も
な
く
運
営
費
補
助
金
を
支
出

し
て
い
た
。
今
後
は
資
産
状
況
を
確
認

市報さど　平成28年5月号
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し
た
う
え
で
補
助
金
額
を
決
定
す
る
よ

う
補
助
金
交
付
要
綱
を
見
直
し
さ
れ
た

い
。

イ	　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
す
ぱ
ー
く

両
津
）
の
運
営
費
補
助
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
の
根
拠
と
し
て
佐
渡
市
と
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
間
に
は
協
定
等
が

な
く
不
明
で
あ
る
。
今
後
は
支
出
根
拠

に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
た
い
。

２　
農
林
水
産
課

⑴　
就
農
研
修
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

　

	　

当
該
交
付
金
額
は
１
人
当
た
り
30
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、
営
農
技
術
な
ど

の
支
援
に
お
け
る
指
導
料
等
の
基
準
や

指
導
回
数
等
の
規
定
が
な
い
た
め
、
交

付
金
額
の
妥
当
性
が
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
指
導

料
等
の
基
準
を
決
定
さ
れ
た
い
。

３　
社
会
教
育
課

⑴�　
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
負
担
金
に

つ
い
て

　

	　

当
該
協
議
会
は
社
会
教
育
課
内
に
事

務
局
を
置
い
て
い
る
が
、
臨
時
職
員
に

関
す
る
規
則
に
臨
時
職
員
の
賃
金
額
の

規
定
が
な
か
っ
た
。
他
団
体
の
事
務
局

を
市
が
担
っ
て
い
る
場
合
は
、
特
に
公

金
に
準
じ
て
厳
正
に
事
務
手
続
き
を
行

な
う
必
要
が
あ
る
。
支
出
に
関
し
て
は

そ
の
支
出
根
拠
を
規
定
し
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

⑵�　
佐
渡
市
体
育
協
会
補
助
金
（
佐
渡
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
補
助
金
）
に
つ
い

て
　

	　

補
助
金
交
付
決
定
通
知
の
決
裁
に
お

い
て
、
繰
越
金
を
必
要
な
額
と
し
て
認

定
し
、
補
助
金
額
の
減
額
等
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
多
額
な
繰
越

金
が
あ
る
場
合
の
規
定
に
つ
い
て
考
慮

さ
れ
た
い
。

４　
観
光
振
興
課

⑴�　
グ
ル
メ
旅
造
成
開
発
事
業
ほ
か
に
つ

い
て

　

	　

当
該
事
業
の
み
な
ら
ず
、
宿
泊
魅
力

向
上
事
業
、
予
約
サ
イ
ト
活
用
事
業
等

の
委
託
契
約
に
つ
い
て
、
１
者
随
意
契

約
と
し
て
い
る
が
、
1
者
で
な
い
と
で

き
な
い
と
い
う
根
拠
が
乏
し
い
。
契
約

の
公
正
性
を
保
つ
た
め
１
者
随
意
契
約

で
は
な
く
入
札
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

い
。

５　
税
務
課

⑴�　
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
滞
納
処
理

に
つ
い
て

ア	　

数
年
間
に
わ
た
っ
て
高
額
な
固
定
資

産
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
が
、
年
間
の

課
税
額
以
下
の
納
税
に
留
ま
り
、
毎
年

更
に
滞
納
額
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う

事
例
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

税
の
公
平
性
の
見
地
か
ら
も
財
政
的
見

地
か
ら
も
当
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

か
つ
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
滞
納
処
理

対
策
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
だ
け
で
は

な
く
全
庁
的
課
題
と
し
て
早
急
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

イ	　

税
の
滞
納
処
理
と
し
て
佐
渡
市
は
毎

年
高
額
な
不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
て
い

る
が
、
安
易
に
不
納
欠
損
処
理
を
行
わ

な
い
よ
う
不
断
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　

特
に
時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
処
理
に
つ

い
て
は
、
時
効
中
断
と
な
る
対
策
に
よ
り

時
効
の
完
成
を
回
避
す
る
よ
う
対
処
さ
れ

た
い
。

５月１２日は 
「民生委員・児童委員の日」です

～広げよう　地域に根ざした　おもいやり～

　大正６年５月１２日に誕生した民生委員
制度は、来年１００周年を迎えます。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣
から委嘱され、地域の身近な相談相手と
して、生活上の悩み事や心配事の相談・
支援や行政機関等へのつなぎ役としてボ
ランティアで活動しています。
　佐渡市では、217人の委員が活動しており、お住まいの住
所によって担当委員が決まっています。
　また、子育て支援や児童健全育成活動を専門的に担当する
主任児童委員もいます。
　民生委員法により守秘義務があり、相談の内容や個人の秘
密は固く守るよう義務づけられていますので、安心してご相談
ください。
お問い合わせ　	市役所社会福祉課　地域福祉係	

☎６３―５１１３	
または各支所・行政サービスセンター

民生委員・児童委員
のマーク

市報さど　平成28年5月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
28
年
度
　
市
民
大
学
講
座

が
始
ま
り
ま
す

　

佐
渡
に
誇
り
を
持
ち
、
新
し
い
佐
渡
と

新
し
い
自
分
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、佐
渡
固
有
の
自
然
・
文
化
・
歴
史（
佐

渡
学
）
を
中
心
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と

ん
だ
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

（
全
９
回
の
予
定
）

第
１
回
講
座

　
日　
時　

	

６
月
11
日
㈯	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会　
場　

	

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡	

（
両
津
夷
３
８
４
─
11
）

　

講　
師　

	

専
修
大
学
経
済
学
部　

教
授	

宮
嵜　

晃
臣　

さ
ん

　

内　
容　

�（
専
修
大
学
提
携
講
座
）	

観
光
資
源
と
し
て
の
世
界
文

化
遺
産

　

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈫

　

年
間
受
講
料　
１
︐
０
０
０
円

（
第
２
回
以
降
の
受
講
時
に
集
金
し
ま
す
）

※	

６
月
11
日
の
講
座
は
無
料
講
座
と
な
り
ま
す
の

で
、ど
な
た
で
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
催　
佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

お
申
し
込
み

　

初
回
の
み
５
月
31
日
㈫
ま
で
と
し
ま
す

が
、
随
時
受
付
い
た
し
ま
す
。
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
（
両
津
支
所
２
階
）、
ま

た
は
各
地
区
公
民
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ラ
シ
は
、
佐
渡
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
地
区
公

民
館
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

※	

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
付
い
た
し

ま
す
。受
講
者
の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

☎
27
─
４
１
８
５

　


27
─
４
１
８
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

shakyo@
city.sado.niigata.jp

平
成
28
年
　
経
済
セ
ン
サ
ス 

　
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

調
査
基
準
日　
平
成
28
年
6
月
1
日

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
平
成
28
年

6
月
1
日
現
在
で
、「
平
成
28
年
経
済
セ

ン
サ
ス
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、
我
が
国

の
全
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
お
よ
び

企
業
の
経
済
活
動
の
状
態
を
全
国
的
お
よ

び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

各
種
の
統
計
調
査
を
行
う
際
の
基
礎
と
な

る
母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎

調
査
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
業
所
お
よ

び
企
業
の
情
報
を
活
用
し
て
、
売
上
高
や

費
用
な
ど
の
経
理
項
目
の
把
握
に
重
点
を

置
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
お
よ
び
企

業
に
は
、
5
月
下
旬
ご
ろ
、
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課
情
報
統
計
係

　
（
統
計
担
当
）☎
63
─
３
２
３
２（
直
通
）

～
新
社
会
人
を
応
援
し
ま
す
～ 

 「
社
会
人
一
年
生
激
励
会
」
を 

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

こ
の
春
に
、
高
校
や
大
学
、
専
門
学
校

等
を
卒
業
し
、
晴
れ
て
社
会
人
（
佐
渡
市

内
事
業
所
等
へ
の
正
規
採
用
に
限
る
）
と

な
っ
た
方
々
や
U
・
I
タ
ー
ン
で
島
内
に

就
職
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、
就
職
を
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
を
応

援
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
社
会
人
一
年

生
激
励
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
新
社
会
人

同
士
の
顔
合
わ
せ
・
仲
間
づ
く
り
の
場
と

し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
佐
渡
市
の
同
期
の

輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

	

5
月
26
日
㈭	

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
頃
ま

で

会
場　

	

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡	

（
両
津
夷
３
８
４
─
11
）

内
容　

	

講
演
、
新
社
会
人
同
士
の
懇
談
会

（
昼
食
あ
り
）
な
ど

参
加
料　
　

無
料

�

参�

加
申
込
み　
勤
務
先
に
配
布
済
み
の
申

込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
勤
務
先
を
通

じ
て
5
月
20
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス

等
で
事
務
局
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

※	

勤
務
先
に
申
込
用
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※	

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
事
務
局
】
佐
渡
市
雇
用
促
進
協
議
会

佐
渡
市
連
合
商
工
会
（
畑
野
商
工
会
内
）

　

☎
66
─
２
４
５
８　


66
─
３
４
６
５

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

市報さど　平成28年5月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

大
腸
が
ん
検
診
の 

容
器
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、皆
さ
ま
が
大
腸
が
ん
検
診
を
受

診
し
や
す
い
よ
う
、今
年
度
か
ら
採
便
容
器

を
無
料
配
付
し
ま
す
。市
の
大
腸
が
ん
検
診

を
ご
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、お
知
ら
せ
票
と

共
に
採
便
容
器
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

容
器
の
紛
失
等
の
際
は
、再
度
お
送
り
い

た
し
ま
す
が
検
診
受
診
ま
で
大
切
に
保
管

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

健
康
増
進
係

　

☎
63
─
３
１
１
５

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱 

　
　
　
　
　
　
無
料
相
談
会

　

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
と
ご
家

族
の
方
を
対
象
に
、
無
料
相
談
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ス
ト
ー
マ
を
造
設
さ
れ
て
お
困
り
の
方
、

1
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※	

相
談
は
無
料
で
す
が
、お
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

日
時　
6
月
19
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

会
場　

	

佐
渡
総
合
病
院　

2
階
講
堂

　
　
　
（
千
種
１
６
１
）

講
師　

	

佐
渡
総
合
病
院	

皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
認
定
看
護
師

内
容　

	

各
自
の
困
り
ご
と
に
対
す
る
ご
相

談
・
指
導

主�

催　
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

新
潟
県
支
部
（
雪
椿
友
の
会
）

お
申
込
み
期
限　
6
月
7
日
㈫

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

鶴
間　

修
二	

　

☎
０
９
０
─
５
５
１
３
─
２
９
３
０

視
覚
障
が
い
者
の
移
動
支
援
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

　

新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

移
動
支
援
お
よ
び
同
行
援
護
の
歴
史
や
問

題
点
を
共
有
し
、
今
後
の
視
覚
障
が
い
者

の
外
出
支
援
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
標
記
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
6
月
1
日
㈬

　
　
　

	

午
後
1
時
～
3
時	

（
受
付
は
午
後
0
時
30
分
～
）

会
場　

	

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡	

展
示
室
（
中
原
２
３
４
─
1
）	

（
☎
52
─
２
０
０
１
）

講
師　

	（
福
）
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉

協
会　

理
事
長　

松
永
秀
夫
さ
ん

内
容　

	

同
行
援
護
の
変
遷
と
今
後
に
つ
い
て

対�

象　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家

族
、
一
般
の
方
で
関
心
の
あ
る
方
、
訪

問
介
護
事
業
の
方
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

お
よ
び
支
援
者
の
方

お�

申
し
込
み　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
会
場
入
口
で
参
加
者
の
氏

名
と
お
住
ま
い
の
地
域
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人　

新
潟
県
視
覚
障
害

者
福
祉
協
会

（
新
潟
市
江
南
区
亀
田
向
陽
1
─
9
─
1
）

☎
０
２
５
─
３
８
１
─
８
１
３
０


０
２
５
─
３
８
１
─
８
１
２
０

市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
63
─
５
１
１
３


63
─
５
１
２
１

自
転
車
安
全
月
間

実
施
期
間　

	

5
月
1
日
㈰
～
31
日
㈫
ま
で

自
転
車
の
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
「
自
転

車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①	

自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③	

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

★
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

★
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

★	
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・

安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

防
災
安
全
係

☎
63
─
５
１
３
５

春の山野草展
日時　	5 月 21 日㈯	

午前 9時～午後 5時	
5 月 22 日㈰	
午前 9時～午後 4時

会場　トキのむら元気館
入場料　無料
お問い合わせ	
　　　佐渡山草会（木村）	
　　　☎ 080-1047-7857

薫風、合同作品展
　南部地区の同好者・有志が陶芸、
絵画、写真など 400 点余を出展
いたします。
日時　	5 月 27 日㈮～ 29日㈰	

午前 10時～午後 6時
会場　	アミューズメント佐渡	展示室
入場料　無料
お問い合わせ	
　　　☎ 86-3937（加藤）

　　　趣味の 山野草とミニ盆栽展
日時　	5 月 28 日㈯	

午前 9時～午後 5時
　　　	5 月 29 日㈰	

午前 9時～午後 4時
会場　泉公民館（黒木御所向い）
展示内容　春の山野草、ミニ盆栽
入場料　無料
お�問い合わせ　佐渡山野草愛好会	
☎ 63―3312（北條）

第19回

展 覧 会 の ご 案 内

市報さど　平成28年5月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９－６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①同居する親族（婚約者を含む）がいること
②	収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者の
いる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯な
どは214,000円）以下であること

③	収入月額が158,000円以上487,000円以下である
こと
④	申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢
合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤	同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃
貸住宅の所在地に住所を移転できること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津 大野第2住宅（２階） 2 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地
(１階、２階、３階、４階)

6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

県営炭屋町団地
(１階、２階、３階、４階)

5 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

栄町団地のかんぞう棟(２階) 2 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

栄町団地あやめ棟(２階) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

栄町団地あさがお棟（２階） 2 ①② - H10 耐火構造３階建て 3DK 23,400 ～ 46,000

佐和田 県営青柳寺住宅（１階） 1 ①② - S56
中層耐火構造４階建
て

3DK 16,500 ～ 32,400

畑野 後稲葉住宅団地（Ｃ棟） 1 ② ○ H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,800 ～ 27,200

羽茂
羽茂住宅 1 ② ○ H18 木造平屋一戸建て 2DK 17,100 ～ 33,500

羽茂住宅 1 ①② - H18 木造２階一戸建て 4DK 26,300 ～ 51,600

赤泊

小熊団地 1 ③ ○ H17 木造２階長屋建て 1LDK 33,000【定額】

真浦団地2 1 ③ ○ H8 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

真浦団地2 1 ①③ - H8 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 5 月 31 日㈫　午後５時
■入居予定	 6 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。	
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は 1人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）� １２

市報さど　平成28年5月号
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生活情報
　　さど

　

平
成
27
年
2
月
か
ら
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
）が
光
回

線
サ
ー
ビ
ス
の
卸
売
り
を
開
始
し
、多
く

の
事
業
者
が
光
回
線
だ
け
で
な
く
、独
自

サ
ー
ビ
ス
等
を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、契
約
内
容
が
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
お
り
、内
容
を
十
分
理
解
し

な
い
ま
ま
契
約
し
た
た
め
、ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
事
例
が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
相
談
事
例
】

　

大
手
電
話
会
社
を
名
乗
り「
新
サ
ー
ビ

ス
で
す
」と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、

長
年
契
約
し
て
い
る
会
社
だ
と
思
っ
て
話

を
聞
い
た
。光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

が
安
く
な
る
と
思
い
、担
当
者
に
言
わ
れ
る

ま
ま
転
用
承
諾
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
取
得
し
、伝
え
た
。し
か
し
、届
い
た
登

録
完
了
通
知
を
見
た
ら
、大
手
電
話
会
社

と
は
別
会
社
と
の
契
約
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。解
約
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、必
ず
契
約
先

の
事
業
者
名
、サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約
内
容

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
か
ら
他

の
事
業
者
に
乗
り
換
え
る
場
合
は
、転
用

承
諾
番
号
の
取
得
が
必
要
で
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
と
の
契
約
は
な
く
な
り
別
の
会
社
と
の

契
約
に
な
り
ま
す
。

　
「
安
く
な
る
」と
言
わ
れ
て
も
、他
の
サ
ー

ビ
ス
と
の
セ
ッ
ト
契
約
で
か
え
っ
て
高
額
に

な
っ
た
り
、現
在
契
約
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
解
約
料
金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。現
在
の
契
約
内
容
を
理
解
し
た
上
で

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
な
時
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ

（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の 

　
　
　
　
　
乗
り
換
え
は
慎
重
に
！

― 

内
容
を
十
分
理
解
し
て
か
ら
契
約
を
し
ま
し
ょ
う 

―

　

畑
野
中
学
校
で
は
、
地
域
の
学
習
を
と

お
し
て
「
ふ
る
さ
と
佐
渡
（
畑
野
）
を
誇

り
（
魅
力
的
）
に
思
う
」
と
い
う
気
持
ち

を
高
め
る
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
平
成
27
年
度
の
様
子
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

一　
「
世
阿
弥
が
通
っ
た
道
」
を
歩
く

　

世
阿
弥
が
流
刑
と
な
っ
て
佐
渡
に
渡
っ

た
と
き
に
通
っ
た
道
に
つ
い
て
講
話
を

聞
い
た
り
調
査

し
た
り
す
る
事

前
学
習
の
後
、

松
ヶ
崎
か
ら
平

泉
寺
ま
で
を
実

際
に
歩
く
校
外

学
習
を
全
校
で

行
い
ま
し
た
。

　

事
前
講
話
で

は
、
世
阿
弥
を

は
じ
め
と
す
る

佐
渡
に
流
さ
れ
た
文
化
人
や
松
ヶ
崎
街
道

沿
い
の
文
化
財
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、

世
阿
弥
の
人
物
像
だ
け
で
な
く
、
流
刑
の

歴
史
や
畑
野
地
区
の
寺
社
な
ど
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
事
前
学
習
に
取
り
組
ん
だ
生

徒
も
い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、
体
力
に
応
じ
て
Ａ
コ
ー
ス

（
松
ヶ
崎
～
平
泉
寺
）
・
Ｂ
コ
ー
ス
（
長

谷
寺
と
平
泉
寺
周
辺
）
の
二
つ
に
分
か
れ
、

校
外
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
歴
史
的
な

道
を
実
際
に
歩
い
た
り
調
査
し
た
り
す
る

中
で
、
地
元
、
松
ヶ
崎
か
ら
小
倉
が
佐

渡
の
玄
関
で
あ
っ
た
歴
史
の
一
端
に
触
れ
、

改
め
て
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

二　
総
合
学
習
発
表
会

　

全
校
で
行
っ
た
「
世
阿
弥
が
通
っ
た

道
」
を
歩
く
こ
と
を
中
心
に
し
た
学
習
と

職
場
体
験
等
各
学
年
で
実
施
し
た
体
験
学

習
の
成
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
、

発
表
会
を
も
ち
ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い

発
表
を
意
識
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
資
料

や
発
表
原
稿
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
生
徒

は
学
習
内
容
を

深
め
た
り
発
信

し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な

地
域
の
学
習
に

つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、

約
91
％
の
生

徒
が
「
ふ
る
さ
と
佐
渡
（
畑
野
）
を
誇
り

（
魅
力
的
）
に
思
う
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
郷
土
愛
を
高
め
る

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

			

（
両
津
支
所
内
）
☎
23
─
４
８
９
８

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
佐
渡
市
立
畑
野
中
学
校

５月は消費者月間です
�テ�ーマ�	『みんなの強みを活かせ		
～安全・安心な社会に一億総活躍～』

《期間》　5月 1日㈰～ 31日㈫
《場所》　	佐渡総合病院	

正面玄関入り口スペース
《内容》　消費者被害防止ポスター展
お�問い合わせ�市役所総務課	
市民相談室　消費者行政係	
☎５７－８１４３

市報さど　平成28年5月号
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■
野
生
下
の
ト
キ
の
営
巣
状
況

　

４
月
12
日
、
環
境
省
発
表
に
よ
る
と
、

野
生
下
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ペ
ア

は
30
組
と
な
り
、
そ
の
う
ち
抱
卵
が
確
認

さ
れ
て
い
る
ペ
ア
は
29
組
と
な
り
ま
し
た
。

　

繁
殖
期
は
ト
キ
が
最
も
敏
感
に
な
る
季

節
で
す
。
人
が
巣
に
近
づ
く
と
ト
キ
が
危

険
を
感
じ
て
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ひ
な
が
誕
生
し
、
巣
立
ち

す
る
６
月
ご
ろ
ま
で
営
巣
地
へ
の
接
近
な

ど
は
控
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

ト
キ
の
森
公
園
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ご

案
内

　

ト
キ
の
森
公
園
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
来
園
い
た
だ
き
、
ト
キ
の
野

生
復
帰
や
ト
キ
と
の
共
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

有
効
期
限　
発
行
日
か
ら
1
年
間

※
期
間
中
は
何
度
で
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

※
定
休
日
、臨
時
休
館
日
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

料
金　
大
人　

１
︐
２
０
０
円

※	

小
人（
小
中
学
生
）の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
込
み
方
法

　

資
料
展
示
館
受
付
ま
た
は
ト
キ
交
流
会

館
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
料
金
と
顔
写
真
（
4
㎝
×
3

㎝
）、
身
分
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
お
申
込
み
も
可
能
で
す
。
詳
細
は
、
窓

口
備
え
付
け
の
ご
案
内
ま
た
は
ト
キ
の
た

よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ト
キ
の
森
公
園
資
料
展
示
館

　

☎
22
─
４
１
２
３

　

ト
キ
交
流
会
館

　

☎
24
─
６
０
４
０

■
ご
寄
付�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

次
の
方
々
か
ら
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、
ト
キ
野
生
復
帰
事
業

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
者

　

	

佐
渡
地
域
振
興
局「
地
域
か
ら
親
し

ま
れ
る
振
興
局
」実
現　

チ
ー
ム
様

　
（
佐
渡
市
）

　

㈲
ベ
ス
ト
ホ
ー
ム　

様	

　
（
東
京
都
渋
谷
区
）

　

松
井　

三
生　

様
（
佐
渡
市
）

◆	

市
役
所
農
林
水
産
課

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

温
暖
化
、
そ
れ
と
も
寒
冷
化
？

　

ホ
タ
テ
ガ
イ（
写
真
１
）
、エ
ゾ
タ
マ
キ
ガ
イ
、

エ
ゾ
マ
ス
オ
ガ
イ
、ア
ラ
ス
カ
シ
ラ
オ
ガ
イ
、

こ
れ
ら
の
貝
の
名
前
か
ら
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
印
象
を
も
つ
で
し
ょ
う
か
？
お
そ

ら
く
寒
い
と
こ
ろ
に
す
む
貝
だ
と
思
う
で

し
ょ
う
。そ
の
と
お
り
、こ
れ
ら
の
貝
は
現

在
の
東
北
地
方
北
部
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海

峡
に
生
息
す
る
寒
流
系
の
貝
類
で
す
。い

ず
れ
の
貝
も
、現
在
の
佐
渡
に
は
生
息
し

て
い
ま
せ
ん
が
沢
根
河
内
の
地
層
か
ら
は

化
石
と
し
て
た
く
さ
ん
産
出
し
ま
す
。つ
ま

り
、沢
根
の
地
層
が
海
で
つ
く
ら
れ
た
と
き
、

現
在
と
は
全
く
違
う
冷
た
い
海
が
広
が
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
過

去
の
環
境
が
分
か
る
化
石
を
示
相
化
石
と

い
い
ま
す
。ち
な
み
に
現
在
の
沢
根
海
岸
に

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
貝
を
調
べ
る
と
ケ

マ
ン
ガ
イ
、サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
、チ
リ
ボ
タ
ン

ガ
イ（
写
真
２
）な
ど
の
暖
流
系
の
貝
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
海
水
温
の
変
化
が
起

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
原
因
は
対
馬
海

流
と
の
関
連
が
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。対

馬
海
流
は
、朝
鮮
半
島
と
九
州
の
間
の
対

馬
海
峡
を
北
上
す
る
暖
流
で
す
。こ
の
対
馬

海
峡
は
非
常
に
水
深
が
浅
く
、平
均
９
０

ｍ
～
１
０
０
ｍ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ

う
な
浅
い
海
峡
を
通
る
暖
流
は
、海
水
面

が
高
く
な
れ
ば
日
本
海
に
流
入
し
、海
水

面
が
下
が
れ
ば
流
入
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。

　

沢
根
の
海
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
な
ど
が
生
息

し
て
い
た
頃
は
、今
か
ら
約
８
０
万
年
前
の

氷
期
の
時
代
で
し
た
。気
候
が
寒
冷
化
す

る
こ
と
で
山
々
に
降
っ
た
雨
や
雪
は
氷
河

と
し
て
陸
に
固
定
さ
れ
ま
し
た
。雨
や
雪
は
、

海
の
水
が
材
料
に
な
る
の
で
海
水
が
減
り
、

海
水
面
が
下
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、対
馬
暖
流
の
日
本
海
へ
の
流
入
は
な
く

な
り
、佐
渡
の
海
は
ま
す
ま
す
寒
冷
化
が

進
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
の
佐
渡
の
沿
岸
は
、暖
か
な
対
馬

暖
流
に
洗
わ
れ
て
温
暖
な
気
候
に
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
先
、さ
ら
に
温
暖
化
が
進
む

の
か
、は
た
ま
た
寒
冷
化
し
て
い
く
の
か
は

正
直
分
か
り
ま
せ
ん
。で
も
過
去
の
で
き
ご

と
を
検
討
す
る
こ
と
で
、予
測
が
で
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
138

写真１ ホタテガイの化石

写真2　チリボタンガイ
（現生）
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西
三
川
砂
金
山
⒆
　
― 

一
つ
の
山
を
削
り
取
っ
た
砂
金
山 

―

　

弘
化
3
（
１
８
４
６
）
年
に
描
か
れ

た
「
西
三
川
金
山
当
時
稼
所
墨
引
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
稼
か
せ
ぎ

場ば

の
特
徴
が
、
出
る
石
の

状
態
や
色
な
ど
も
含
め
て
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
立
残
山
で
は
「
青
立
、
砂

金
出
る
」
と
あ
り
、「
土
色
青
き
は
、
生

ず
る
処
の
砂
金
は
青
き
な
り
」
と
し
て
、

青
い
土
の
層
を
目
当
て
に
掘
り
進
ん
だ
よ

う
で
す
。
峠
坂
の
稼
場
で
は
、「
色
赤
く

し
て
紫
黒
を
帯
び
る
な
り
」
と
あ
り
、「
大

石
組
の
処
に
生
ず
る
砂
金
は
大
き
く
し
て

吉
、
小
石
組
に
生
ず
る
砂
金
は
少
な
く
し

て
悪
し
し
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
金
の
盛
な
る
時
は
大
き
く

丸
し
、衰
た
る
時
は
小
さ
く
平
た
く
薄
し
」

と
、
掘
り
出
さ
れ
る
石
の
特
徴
で
砂
金
の

出
具
合
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
西
三
川
砂
金
山
で
は
、

一
粒
で
も
多
く
の
砂
金
を
得
る
た
め
に
、

遠
く
か
ら
幾
重
も
の
水
路
を
引
き
、
土
の

色
や
出
て
く
る
石
を
見
な
が
ら
鶴つ
る

嘴は
し

一
本

で
山
を
切
り
崩
し
、
つ
い
に
は
一
つ
の
山

を
削
り
取
っ
て
し
ま
っ
た
景
観
が
、
今
で

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、絵
図
に
は
、「
立
残
、山
居
、峠
坂
、

廊
下
口
等
よ
り
御
役
家
辺
ま
で
、
何
れ
も

往
古
は
一
つ
の
山
に
て
、
追
年
稼
ぎ
込
み
、

当
時
（
現
在
）
の
ご
と
く
山
々
孤
立
と
相

成
り
候
由
」
と
書
か
れ
、
砂
金
山
の
立
ち

始
ま
り
当
初
は
、
一
つ
の
山
だ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
13
年
5
月
18
日
、
相
川
金
銀
山
の

道
遊
の
割
戸
を
訪
れ
た
高
浜
虚
子
が
、「
春

山
を
二
つ
に
絶
て
り
金
ほ
る
と
」
と
詠
ん

で
驚
嘆
し
た
の
と
同
様
、
金
を
獲
得
し
よ

う
と
し
た
人
々
の
努
力
の
痕
跡
を
、
西
三

川
で
も
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

配
置
地
区　
相
川
地
区

　
　
　
　
　

相
川
中
心
商
店
街

配
置
時
期　
平
成
27
年
11
月
着
任

出
身
地　
香
川
県

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

相
川
は
佐
渡
金
山
で
繁
栄
し
た
鉱
山
街
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
し
か
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
遺
産
や
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

「
本
物
」
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
ど
こ
を
切
り
取
っ
て
も
絵
に
な
る

街
で
暮
ら
せ
る
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。

配
置
地
区
で
の
活
動
等

　

与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
①
世
界
遺
産
登

録
に
関
連
し
た
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

立
案
、
各
種
情
報
発
信
の
拠
点
構
築
に
関

す
る
業
務
、
②
「
佐
渡
の
朝
市
」
創
設
の

企
画
立
案
、
③
そ
の
他
商
店
街
の
活
性
化

に
関
す
る
こ
と
の
３
つ
で
す
。
こ
う
し
て

改
め
て
字
面
を
追
っ
て
み
る
と
、
私
に
は

仰
々
し
い
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
す

く
み
そ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
に
商

店
街
、
商
工
会
、
地
域
の
方
々
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
励
ま
し
て
く

れ
る
の
で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
教
わ
っ
た
内
容
や
見
た
も
の
を

協
力
隊
の
ブ
ロ
グ
を
通
じ
て
発
信
す
る
な

ど
、
細
々
と
し
た
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
そ
れ
ら
を
ひ
ね
っ
て
し
っ
か
り
し
た

も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
の
抱
負

　

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

強
風
が
吹
き
つ
け
る
相
川
の
冬
を
乗
り
越

え
た
割
に
た
く
ま
し
く
な
っ
た
の
は
、
お

腹
回
り
ぐ
ら
い
で
す
…
。
と
い
う
の
は
さ

て
お
き
、
こ
の
冬
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
会

い
し
て
分
か
っ
て
き
た
こ
と
、
気
付
い
た

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
せ
め
て
頭
に
た

め
た
も
の
だ
け
で
も
整
理
し
て
、
地
域
の

方
と
一
緒
に
少
し
で
も
目
に
見
え
る
形
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

太
おお
粟
あわ
　崇
たか
文
ふみ
さん

砂金を採るために削り取られ、谷間となったとされ
る笹川集落の現況。

市報さど　平成28年5月号
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親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
金
井
地
区
）

　

３
月
６
日
㈰
、親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
親

子
で
化
石
の
レ
プ
リ
カ
つ
く
り
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
親
子
24
人
が
、ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
室
の
職
員
か
ら
化
石
の
で
き
か
た
や
役

割
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、化
石
レ
プ
リ

カ
作
り
に
取
組
み
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
、カ
ラ
フ

ル
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
粘

土
を
お
湯

で
温
め
て

や
わ
ら
か

く
し
た
後
、

化
石
の
型

に
入
れ
て

夢
中
に
な
っ

て
作
っ
て
い

ま
し
た
。作
っ
た
化
石
レ
プ
リ
カ
を
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
に
し
、友
達
と
見
せ
合
っ
た
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

赤
泊
地
区
芸
能
発
表
会（
赤
泊
地
区
）

　

３
月
13
日
㈰
赤
泊
総
合
文
化
会
館
に
お

い
て
、第
37
回
赤
泊
地
区
芸
能
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。こ
の
発
表
会
は
、公
民
館

自
主
講
座
団
体
や
有
志
団
体
な
ど
16
団
体
、

延
べ
１
１
０
人
が
舞
踊
や
民
謡
、和
太
鼓

演
奏
や
民
話
語
り
部
な
ど
21
演
目
を
披
露

し
、観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
多
く
の

方
々
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
、春
を
待
つ
赤

泊
に
暖
か
い
風
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

化石の説明に熱心に聞き入る参加者の皆さん

御番所太鼓の会とどんどこサークルの共演

佐渡市子ども読書活動推進計画（素案）
のパブリックコメントを募集します。
　佐渡市では、子どもたちが、本との出会いを通して知識を
深め、豊かな感性を磨いていけるよう子どもの読書活動を推進して
おり、「子ども読書活動推進計画」を策定しています。計画の見直
しにあたり、素案について、市民の皆さまから広くご意見をお聞き
するため、パブリックコメントを実施します。

�募集期間�　5月 10日㈫～ 6月 8日㈬
�閲覧場所�
　中央図書館および各図書館（真野、さわた、小木、両津）
　各支所・行政サービスセンター、各教育事務所 ( 公民館 )、市ホー
ムページ

�意見の提出方法�
　ご意見提出用紙に記入のうえ、上記閲覧場所に提出するか、市ホー
ムページの専用フォームをご利用ください。（ご意見提出用紙は閲
覧場所に配置しています。）

�市からの回答�
　寄せられた意見については、個別に回答は行いませんが、意見の
概要と、それに対する市の考え方をホームページで公表します。（氏
名等は公表しません。）

お問い合わせ　中央図書館　☎ 63-2800

�資料紹介�　「佐渡の赤玉」�
島津光夫著　佐渡名石協会発行

　赤玉およびそれに類するものは
東北地方のいくつかの地域に産す
るが、佐渡の赤玉は名石の一つ。
　赤玉の素晴らしさを伝えるため、
赤玉の歴史や県内、県外の赤玉の
ある庭園を紹介している。

市報さど　平成28年5月号
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮	

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・	

土
地
や
建
物
の
売
買
、贈
与
、相
続
、担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・	

多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し

立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・	

家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・	

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺

贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

	

☎
51
―
４
０
７
７	

　
（
5
月
13
日
以
降
の
平
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮	

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・	

固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

佐渡金銀山の「エコーはがき」 
　　　　　大人気のうちに完売！！
　３月１日㈫、佐渡
金銀山の「エコーは
がき」（広告付はが
き）５万枚を、都内
の郵便局で発売しま
した。このはがきは、
「道遊の割戸」と「国
際保護鳥トキ」をデザインした広告を、あて名面下部に
刷り込み、１枚４７円で販売したものです。
　佐渡を世界遺産にする首都圏の会（会長坂田正通）が、
佐渡金銀山の早期世界遺産登録の気運を盛り上げよう

と企画し実現しました。発
売に先立ち、首都圏の会
のメンバーは江戸時代の金
荷運搬の装束で、新宿郵
便局の窓口ロビーに集合し、
往時の「金荷の受け渡し式」
を模擬演技し、佐渡金銀
山の世界的な価値をアピー

ルした様子は新潟日報などで即日写真入りで報道され、
多くの人達に訴えることができました。
　このはがきは、東京都民に人気を博し、東京で桜が
満開を迎えるまでに完売となりました。首都圏の会では、
東京近県を対象にし、第２弾の発売を計画中です。
（文責：佐渡を世界遺産にする首都圏の会理事　和泉	賢一）

エコーはがきＰＲ

金荷の受け渡し式

　当市にご寄付をいただきお礼申し上げます。

○物品　ベンチ（佐渡産アテビ製）５脚	
　林業のＰＲのため	
　あてびの会　会長　川内　與作	様（大杉）

○物品　臼　１基、杵　　１本	
　さわた幼稚園の教育環境整備のため	
　さわた幼稚園園児の祖父　末武　毅	様	
　	 （河原田本町）

○図書　７１冊	
　畑野小学校の教育環境整備のため	
　今井　茂雄	様（東京都文京区）

○回転式黒板　2台	
　両津中学校の生活環境の向上のため	
　第３回両津中学校卒業生一同

○電波時計　１台	
　両津小学校の教育環境整備のため	
　平成27年度両津小学校卒業生一同

○現金　５万円	
　子どもの伝統文化教育及び福祉のため	
　華扇流舞踊　佐渡民謡舞踊連盟	
　理事長　小間　惟司	様（原黒）

○住所氏名のみ公表�
　一柳流清柳会　会主　一柳　庄ノ丞	様	
　	 （八幡町）

寄付のお礼

市報さど　平成28年5月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 3/11～ 4/6届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 歌見 後　藤　ミツヱ 90 3.12
　〃 両津夷 齋　藤　ト　ミ 95 3.12
　〃 下久知 田　邉　林　造 99 3.14
　〃 原黒 藤　井　　　　 81 3.14
　〃 見立 森　下　猪　吉 85 3.18
　〃 両津夷 中　澤　利　昭 65 3.21
　〃 加茂歌代 濱　﨑　優　子 60 3.21
　〃 原黒 藤　井　佑　気 29 3.22
　〃 梅津 伊　藤　フジノ 85 3.24
　〃 梅津 大　坂　歳　雄 90 3.24
　〃 和木 小　池　　　節 92 3.24
　〃 長江 市　橋　　　進 83 3.25
　〃 羽二生 佐　近　シヅエ 98 3.26
　〃 両津夷 齋　藤　ミチ子 87 3.27
　〃 椎泊 本　間　清　一 90 3.27
　〃 和木 森　下　五　郎 91 3.29
　〃 秋津 伊　藤　修　一 67 3.31
　〃 住吉 鈴　木　治八郎 92 4.  1
　〃 両津夷 本　間　綾　子 100 4.  2
　〃 浜田 市　橋　謙　三 93 4.  3
　〃 旭 土　屋　　　博 83 4.  5
相　川 北川内 坂　田　鶴　子 85 3.11
　〃 相川下戸町 市　川　ヒサエ 91 3.16
　〃 五十浦 中　村　貞　雄 69 3.16
　〃 小野見 斉　藤　フサエ 84 3.19
　〃 高千 道　見　カ　ヨ 88 3.19
　〃 北片辺 井野端　ヨ　シ 88 3.20
　〃 大倉 田　中　輝　征 73 3.20
　〃 姫津 西　埜　幸　作 92 3.30
　〃 稲鯨 石　塚　　　種 86 3.31
　〃 入川 近　藤　嘉　作 95 4.  4
　〃 相川紙屋町 佐々木　昭　六 84 4.  4
　〃 南片辺 山　口　信　一 90 4.  4
　〃 相川下戸村 金　井　富　子 93 4.  5
佐和田 東大通 石　塚　進　一 69 3.10
　〃 中原 勝　谷　千　枝 94 3.10
　〃 山田 髙　野　千　代　 90 3.12
　〃 下長木 本　間　幸　正 86 3.20
　〃 河原田諏訪町 　田　英　一 96 3.29

佐和田 沢根町 濱　田　カキ子 87 3.30
　〃 窪田 村　田　村　一 77 3.30
　〃 鍛冶町 齋　藤　　　子 90 4.  2
金　井 安養寺 須　藤　　　稔 77 3.14
　〃 泉 矢　邉　敏　彦 73 3.15
　〃 平清水 金　田　武　次 93 3.21
新　穂 新穂潟上 永　井　コ　ウ 98 3.17
　〃 新穂大野 神　田　登美枝 86 3.19
　〃 新穂正明寺 土　屋　　　昭 88 3.28
　〃 新穂大野 本　間　八千代 85 3.29
　〃 新穂正明寺 玄　藤　　　操 90 3.31
　〃 新穂皆川 雜　賀　ヨ　シ 93 4.  4
畑　野 畑野 藤　原　秋　子 69 3.11
　〃 畑野 本　間　ア　イ 101 3.11
　〃 畑野 熊　谷　利　夫 58 3.13
　〃 多田 山　本　延　　 81 3.18
　〃 丸山 天　池　シュン 107 3.23
　〃 丸山 本　間　重　夫 89 3.25
　〃 多田 堀　切　ハマヱ 78 3.27
　〃 畑野 山　内　末太郎 88 3.30
真　野 吉岡 　　林　フ　ジ 100 3.12
　〃 吉岡 菊　池　ミツエ 88 3.22
　〃 四日町 和　田　良　一 53 3.27
　〃 下黒山 藤　井　晴　美 74 3.31
小　木 小木町 山　本　昭七郎 83 3.14
　〃 小木町 大　村　正　則 91 3.15
　〃 小木町 伊　藤　文　治 80 3.27
　〃 小木町 冨　永　　　充 93 3.29
　〃 小木金田新田 久　保　　　　 87 4.  4
　〃 小木町 金　子　ヒサミ 93 4.  6
羽　茂 羽茂大崎 大　場　シゲ子 82 3.12
　〃 羽茂大崎 三　浦　節　生 68 3.13
　〃 羽茂大橋 木　村　好　雄 75 3.14
　〃 羽茂本郷 羽　生　サ　ヨ 92 3.22
　〃 羽茂大石 澤　野　文　男 89 4.  5
赤　泊 赤泊 髙　野　幸　榮 88 3.28
　〃 杉野浦 後　藤　與三郎 94 4.  1
　〃 三川 近　藤　君　枝 88 4.  3
　〃 三川 池　田　ヤスヱ 84 4.  5

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 立野 遠　藤　陽　向 隆行 3.  6
　〃 梅津 高　本　朝　陽 翔 3.10
相　川 姫津 石　見　咲　哉 勝志 2.29
　〃 稲鯨 岩　本　希　里 和仁 3.11
　〃 北狄 北　見　唯　月 拓郎 3.15
　〃 相川大浦 渡　部　　　巧 央 3.16
佐和田 石田 本　間　　　匠 公章 3.  9
　〃 八幡町 中　川　絢　翔 笙太 3.15
　〃 河原田本町 小　野　晃　雅 功貴 3.17
　〃 長木 遠　矢　悠　人 駿一郎 3.19
　〃 中原 山　本　泰　知 匠 3.28
金　井 千種 佐々木　弥　翔 貴之 3.13
　〃 中興 末　武　紗　恵 和人 3.14
新　穂 新穂舟下 本　間　ののか 与志雄 3.14
　〃 新穂舟下 本　間　ねねか 与志雄 3.14

新　穂 新穂瓜生屋 本　間　花　楓 康夫 3.14
畑　野 寺田 小　田　幸　奈 友將 3.  9
　〃 栗野江 髙　崎　奈　櫻 法湛 3.14
　〃 畑野 葉　梨　結　芽 賀也 3.19
　〃 坊ケ浦 小　田　茉　紘 雅人 3.20
　〃 畑野 須　田　桜　華 達也 3.20
　〃 畑野 畠　山　ユ　ウ 亮介 3.24
真　野 田切須 佐々木　莉　希 勇太 3.12
　〃 長石 伊　藤　朝　希 祐介 3.25
　〃 豊田 髙　野　将　幸 将記 3.27
羽　茂 羽茂本郷 北　嶋　穂　佳 啓里 3.11
　〃 羽茂大橋 石　塚　望　織 真応 3.18
　〃 羽茂本郷 坪　根　崇士郎 順一 3.18
　〃 羽茂小泊 長　林　謙　斗 伸吾 3.27
　〃 羽茂本郷 竹　内　菜　央 一成 4.  3
赤　泊 下川茂 籏　鉾　琉　心 勝 3.30

（ひなた）

（あさひ）

（さくや）

（きり）

（いつき）

（たくみ）

（たくみ）

（ひろと）

（こうが）

（はると）

（たいち）

（みくと）

（さえ）

（ののか）

（ねねか）

（かえで）

（ゆきな）

（なお）

（ゆめ）

（まひろ）

（ほのか）

（ゆう）

（りの）

（あさき）

（まさゆき）

（すいか）

（みお）

（しゅうじろう）

（けんと）

（なお）

（るい）
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地産地消のお店（サドメシラン）へ行こう！！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。
佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

レストラン＆バーこさど
真野新町 275-2　☎55－4004

　幻のご当地牛といわれる「佐
渡牛」の希少部位である、サー
ロインステーキが食べれるお
店。昨年全国放映された「旅
サラダ」という番組で、伍代
夏子さんが食べたお肉がこの
「佐渡牛」。また、ご当地牛
を食べ歩いているGACKTさん
も来店し絶賛した、A5ランク
の「佐渡牛」はさらに希少です。そのほか、佐渡産メ
ニューでは、あわびのステーキ、佐渡牛乳、へんじん
もっこを使用しているほか、こだわりの笹川産コシヒカ
リをお客様に提供しております。また、パティシエの
作る季節のフルーツを使ったケーキが好評です。

■㊡：毎週水曜日、年末年始

味　彩（あじさい）

長木 673　☎57－2800

　ご当地グルメ「佐渡天然ブリ
カツ丼」をはじめ、山菜、トマ
ト、チーズなどの佐渡産食材
を彩り豊かな仕上げとともに提
供しています。
　また、佐渡の特産品である
「おけさ柿」や、新潟フード・
ブランドの「ルレクチエ」をふ
んだんに使用したドレッシング
「柿セレブ」「梨セレブ」は店
内でも販売しています。
　また、店主の伊藤哲夫さんは、日本フルーツアート
デザイナー協会が認定した、新潟県内初のフルーツ
アートクリエイターでもあります。匠の技にもご注目く
ださい。

■㊡：8月以外は毎週水曜日

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 26

※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消係　☎６３－３７９１

市報さど　平成28年5月号

〈作り方〉
①	あんは２０～３０ｇに丸め
ておく。

②	かやは洗って１度湯がいて
おくと丸まらないので、たいご
ろを包むときに扱いやすい。

③	うるち米粉ともち米粉はよく
混ぜてこねる。耳たぶくらいの
軟らかさにして４０～５０ｇ
の団子にする。

④	団子はあんを包みやすいよう
に平らにのばし、あんを包み、
緩やかな三角形にする。

⑤	かや４～５枚を隙間が無
いように手のひらに並べ、そ
の上にあんを包んだ団子を
乗せ、さらに団子の周囲をぐ
るっと１枚のかやで包み込
む。

⑥	かやの半分を手前に折り返し、
ひとつにしてひもで結び、結
び目から３㎝位で切る。

⑦	蒸し器で２０分蒸して出来
上がり。

＜ワンポイント＞
○うるち米粉ともち米粉の割合は好みで決める。
○	かやの内側に片栗粉を水で溶いたものを、キッチンペーパーにつけて
塗ると、たいごろの身離れがよい。

＜材料＞　２５個分
　うるち米粉	……………………… ８００ｇ
　もち米粉	…………………… １，２００ｇ
　あん	………………………… １，０００ｇ
　かや	…………………… １５０～１６０枚
　片栗粉	………………………………… 少々
　ひも（イグサ）

【いわれ】	旧暦６月５日（男の子の節
句）、７月の半夏生、運動会、農作業の
こびり（おやつ）等々にこの「たいごろ」
が作られました。

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！！

たい
ごろ

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消係　☎６３─３７９１
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市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ��市役所地域振興課（情報統計係）��
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63‐3802）へお問い合わせください。

アース・セレブレーション（EC）2016
　おかげさまで、今年29回目を迎えるアース・セレブレーション。これまでの城山コンサート中心から、

佐渡の文化や芸能、集落を訪ねて体験する全島に広がる祭りを目指します。

佐渡の人、文化に触れ、 
集落を訪れるECへ
◉鬼太鼓集落滞在プログラム 

8月27日、28日 
（春日、浜河内、南片辺地区）

◉EC DAY CAMP 
8月26日～28日 
小学生向け、3日間連続の 
音のワークショップ

◉佐渡体験プログラム 8月26日～28日

佐渡の魅力を引き出し、再創造するECへ
◉ ハーバーマーケット×シネマキャラバン 8月26日～28日 
◉ オートパークさわた×スノーピーク 8月26日～28日

鼓童とお客様が一緒につくり、 
楽しむECへ
◉ 鼓童村コンサート  

8月26日 
伝統音楽芸能団バックハー 

（ベトナム）

◉ECシアター 
8月26日～28日 
宿根木公会堂

◉鼓童フリンジ 
 8月27日、28日 
ハーバーマーケット

◉ ワークショップ 
8月26日～28日 
佐渡太鼓体験流館

イベント内容の詳細は5月上旬にEC公式サイトにてお知らせします。
アース・セレブレーション実行委員会　http://www.kodo.or.jp/ec

Tel. 0259-81-4100　Email: ec-info@kodo.or.jp

真野湾マリンスポーツ、関原生
林トレッキング、バスで巡る世界
遺産候補の町、民泊体験（金井、
外海府）、トキが舞い遊ぶ里＆正
明寺そばなど

南片辺御太鼓 バックハー（ベトナム）

ECシアター（鼓童、他）民家宿泊体験

ハーバーマーケット


